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筑紫平野のコアで新たに確認された玄武岩溶岩
角総 進i・長崎義弘2
Newly found basaltic lava of the core samples from Chikushi plainう SWJapan 








































42 r(J l古i 進.1毛I[尚美弘
筑紫、1':野の地ドには海水準変動の待段階に対}，む 1.玄武岩溶岩
して)怒h立された地肘詐と!¥i1H(!iA火li判定をはじめ多 jMボーリングコアr!iのぶど武将共に令体的にn仰天
くの火11米間が千五千iーしていることがゆjらかにされ I'lô~1I討緑色を日する .45 に NO.6 コアではやや
ている. ド1ほか (1994) は筑紫平野の去j凶地 発砲し多子Li'Iなi芥おとなっている.肉u日ではカン
'1<.ii!1iJ 1f と既存のボーリング資料から til 州系の PJH~ ランイiのJ);E1r11，が認められる場介もある.顕微鋭下
殺をおこない，ドfなより4二回j付， JI! M~ }fri (立行Jfti)， では玖El'iJ1としては主に以大3mm大のI'I}おカンラ
'1 )Jli Ift，l， 111目，'j;f(討lfUiす'i， !li1m京4ヅくM'流lfum弘二:!U JI! ン行(モー ド高!l!&で約5%) からなりき qi.斜路Hi
j凶，蓮池N?I，イiIりJW，Jj上院の8}f{iiWであるとした (約1%に斜長行(約0.3%) を合む.カンラン
今!日!のボーリングでは j知立が~-17m以深に立武岩 fiはその)8J総古!Iゃ;切れI1に治ってJ{，何色のイデイ
が{:f.{Eしうその L:{l';.'こ :_IH川Wiおよび;illi山内がfj' ングス1iが生じている.カンラン行と純子iとの以
泊している.以 iご千手Wiの特徴について説明する。 凶関係は認められない.ボーリング、NO.6から採
第1表 全岩化学分析値
SampleNo. 2 3 4 5 6 7 8 
B5-1 B5“2 B5-3 B5-4 B5-5 B6-1 B6司2 B6-3 
SiO， (wt%) 50.57 49.46 48.42 49.43 48.49 45.91 44.50 45.85 
TiO， 1.67 1.66 1.66 1.71 1.69 1.73 1.70 1.71 
Al，O， 15.34 15.10 15.02 15.53 15.29 15.45 15.25 15.33 
FeO* 10.19 9.91 9.93 10.28 9.77 10.39 10.14 10.17 
MnO 0.19 0.17 0.16 0.19 0.16 0.18 0.30 0.18 
MgO 7.62 7.28 7.20 7.39 7.03 8.31 7.70 8.10 
CaO 9.95 9.94 9.74 10.13 9.98 9.03 9.38 9.14 
N註，0 2.84 2.74 2.61 2.76 2.68 2.19 2.03 2.17 
KヴO 0.91 0.76 0.72 0.76 0.60 0.42 0.36 0.41 
P，O， 0.25 0.25 0.24 0.26 0.26 0.25 0.33 0.26 
H20二七 0.58 2.50 4.05 1.24 3.83 6.48 7.73 6.38 
Tota! 100.12 99.77 99.75 99.68 99.78 100.35 99.42 99.70 
Ba (ppm) 218 216 212 226 215 234 221 218 
Ce 34.1 33.0 
Co 40 38 37 39 36 40 41 39 
Cr 308 292 296 306 287 335 313 322 
Cu 14 7 8 10 9 12 8 8 
Dy 3.8 3.3 
Er・ 2.4 2.5 
Ga 18 17 17 19 17 19 17 18 
Gd 3.1 3.0 
La 13.7 14.3 
Nb 14.5 14.4 14.1 14.6 13.9 14.5 13.8 13.6 
Nd 20.5 20.4 
Ni 39 33 34 34 29 44 33 37 
Pb 5.2 5.0 
Pr 5.2 5.7 
Rb 17 1 12 14 6 4 4 5 
Sm 3.7 3.8 
S1' 410 415 408 421 421 369 367 375 
Th 0.2 2.3 
U 2.3 1.9 
V 225 212 217 227 215 228 221 223 
Y 28 28 29 29 28 30 31 29 
Yb 1.2 1.3 
Zn 101 93 110 97 94 103 97 96 
Zl 119 116 116 122 117 121 119 118 



















の立EIJ ~ ilifiJ 1後で、ある. NO.5 コアの深度-8 .4~-
12mの ì~11分は Ijl~1'll杭!i'I、からなるが，その Itl に火
11)乙やi阪行をわずかに合んでいる. ド1ほか
(1994) によ~1-ば，この火 ill):J(はAT火il))(に対












センターの蛍光 X~~H分析装íìtl OEOL/JSX-60S7) 
により化学分析をおこなった.分析方法は永Jxsほ
か (1997)および向総ほか (1999)でおこない，
希 um元来はfiJ総ほか (1997) の方法によった.
m1去に伴られた分析1，'iを示した. NO.5ボーリン












ためのデータは，見Hz~ìlnz 武:/;" (イi1i号‘ 1971; i，1I， 
1 993MS)， ~tf'L:ìilì玄武行(向車誌はか， 1994)， 1，Ijf"ll出
lnx (11}~' ・松本， 1992a，b;小川メL:ソレアイト玄lt~{'仁
小三f守 カルクアルカリゴ之氏'/i， /J、n九 アルカリ乏;式行)
!~~持は iく uno (1966) による Alk: アルカリ i之江~{';， 
HT: 1"'¥アルカリソレアイト，しす {氏アルカリソレアイト



















44 内総 選.Jj之 1む義弘
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第2表 北西部九州の火成活動の対比(地質調奈所， 1989， 1997(こ力1筆)
上五島 i 壱岐 i 北松浦半島 | 多良岳 | 東松浦半島| 澗子山
完新世
新
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